
種類 対象病害虫 登録農薬名 希釈倍数
水100㍑当
たり薬剤量

使用時期 使用回数
RAC

コード
備考

炭そ病・葉渋
病

ラビライト水和剤         ４００倍 ２５０ｇ 収穫14日前まで ４回以内
F：1

F：M03
散布

葉渋病 キノンドー水和剤40         ６００倍 １６６ｇ 収穫14日前まで ５回以内 F：M01 散布

ネコブセン
チュウ

ネマトリンエース粒剤 20㎏／10a ― 植付前 1回 I：1B 全面土壌混和

コガネムシ類・
アブラムシ類

アドマイヤー1粒剤 ４ｋｇ/10a ― 植付時 1回 I：4A 植溝土壌混和

アブラムシ
類・ヤマノイ
モコガ・ハス
モンヨトウ

トレボン乳剤 １０００倍 100ml 収穫14日前まで ３回以内 I：3A 散布

ハダニ類 コロマイト乳剤 １０００倍 100ml 収穫7日前まで ２回以内 I：6 散布

カンザワハダ
ニ・ナガイモ
コガ

コテツフロアブル（劇） ２０００倍 50ml 収穫前日まで ２回以内 I：13 散布

防除時期 対象病害虫 登録農薬名 薬量 使用回数 備考

植付直後

一年生雑草
（ﾂﾕｸｻ科、ｶﾔﾂ
ﾘｸﾞｻ科、ｱﾌﾞﾗﾅ
科、ｷｸ科を除
く）

トレファノサイド乳剤
200～

300ml/10ａ
１回 H：3

全面土壌散布
散布液量（100

ℓ/10ａ）

植付直後
萌芽前

雑草発生前
一年生雑草 ゴーゴーサン乳剤30

200～
400ml/10ａ

１回 H：3
全面土壌散布

散布液量（100
ℓ/10ａ）

一年生イネ科
雑草（スズメ
ノカタビラを
除く）

ナブ乳剤
150～

200ml/10ａ
１回 H：1

雑草茎葉散布
全面散布

散布液量（100
～150㍑/10a）

一年生雑草 ザクサ液剤
300～

500ml/10ａ
H：10

雑草茎葉散布
散布液量（100
～150㍑/10a）

一年生雑草 バスタ液剤
300～

500ml/10ａ
H：10

雑草茎葉散布
散布液量（100
～150㍑/10a）

雑草生育期植付前又は畦間処
理、ただし収穫30日前まで

令和7年（2025年）　 長芋（やまのいも）病害虫防除体系(登録薬剤)   JA庄内たがわ

＊トレボン乳剤は、桑園・河川付近で使用禁止。

使用時期

植付直後

殺菌剤

殺虫剤

生育期

植付後
萌芽前

雑草発生前

雑草生育期萌芽前又は畦間処
理、ただし収穫30日前まで

2つの薬
剤を合わ
せて3回

以内

2025.1.15時点の農薬登録情報により作成

雑草生育期イネ科雑草３～５葉
期ただし収穫６０日前まで

適正管理対策
1.病害虫の発生状況・予察に留意しながら予防防除を心がける。
2.適正な栽培密度とし、通風・作業性の改善を図る。
3.園地の適正な排水管理を行う。
4.ドリフト軽減ノズルや防薬ネット等を出来る限り使用する。


